
（別紙３）

～ 令和7年　1月　31日

（対象者数） 21名 （回答者数） 18名

～ 令和7年　1月　31日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・発達ピラミッドの土台からの獲得、様々なニーズに合わせ

た療育を行う

2 ・職員間での情報共有を行い、対応の統一を図る

3
・いろいろな活動を立案し、たくさんの事を経験できるよう

に内容の幅を広げる

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・引き続き求人、募集を行う

2 ・定期的に行えるように検討する

3

・遊びの中で楽しく運動療育を行っている
・プロジェクションマッピングを活用し全身運動を行う

・目と体の連動を行うことで脳の活性化

・保護者との関わりを大切にしている
・連絡帳や送迎時にて日々の様子の情報共有や通所園での様子

など常に情報共有を図る

・「できる」を増やすことで自己肯定感を上げる
・出来たことをより具体的に分りやすく言葉や視覚的な物を

使って伝えることを心がけている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・専門職（特に言語聴覚士）にての療育提供ができていない ・言語聴覚士の確保が出来ない

・保護者会等の開催ができていない ・時間と場所の確保が難しい。

令和7年　1月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　2月　12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 えだは

○保護者評価実施期間
令和7年　1月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


